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天然記念物「岩手地鶏」の血液が入った岩手独自の特産肉用鶏を開発しました。 

特定 JAS規格「地鶏肉」認証の 1つの条件である在来鶏血液百分率(新特産肉用鶏では、62.5%)
の条件を満たしています。昔懐かしいかしわ肉の味を持ち「美味しくてコクがあります。」 大型、

発育が良く早熟で生産性、経済性に優れます。                                                    
  

 

新特産肉用鶏                         

 

 

天然記念物 

 

新特産肉用鶏              天然記念物「岩手地鶏(赤笹)」  

〈交配式〉 

                                                 

 

                                                

     

 

 

 

 

♂    基礎鶏       ×      ♀                                       ホワイトロック(増体性) 

 ロードアイランドレッド(産卵性) 

 

    発育成績                                                                      単位:g 

 
  1 羽当たり消費飼料量及び経済性 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 留意事項: 雛は、畜産研究所からの供給となります。 

 

担当研究室 畜産研究所 家畜育種研究室   

〒020-0173 滝沢村滝沢字砂込 737-1          TEL. 019-688-4328  FAX. 019-688-4327 

区分     雌雄    12 週齢       14 週齢    16 週齢     18 週齢      22 週齢 

新特産肉用鶏 雄  2,921±218   3,511±252   3,878±242    4,122±208        - 

       雌       -        2,433±185   2,831±227    3,140±265   3,867±275 

南部かしわ  雄  2,830±204   3,385±267   3,928±276    4,211±297        - 

(参考)    雌       -        2,307±160   2,587±149    2,806±163   3,575±203 

雌雄 週齢 消費飼料量(g)   正肉量(g)  正肉 1kg 当たり必要飼料費(円)  

雄   12       6,917     1,026        317 

14     9,061     1,266        337 

18     13,983      1,570         418  

雌  14      6,966        933         350 

18     10,176      1,247         383 

22     15,961      1,452          517   

岩手地鶏を活用した特産肉用鶏の開発 

＊軍鶏×（有色コーニッシュ×岩手地鶏)を
選抜改良し基礎鶏として遺伝的に固定 


